【復興創造フォーラム２０１２】
東日本大震災復興へ　新たなる一歩を～
◆期間：２０１２年３月１０日（土）～２０１２年３月１１日（日）

◆設定テーマ　
～東日本大震災復興へ　新たなる一歩を～
（テーマ解説）
被災地以外の地域で復興への意識が徐々に薄らいでいることは、これから求められる支援が多様化してきたこととも密接に関連しています。復興の牽引役たる青年リーダーと大きくクローズアップされることとなったエネルギー問題、この２つに関するフォーラムと慰霊祭を通じて、わが国が大きな岐路に立たされていることを再認識した上で、四度目の奇跡の先にある復興後の日本に向けた「新たなる一歩を」一人ひとりに踏み出して頂く機会の創出として、本テーマを策定します。

◆全体概要
２フォーラムと慰霊祭の３ファンクションが、被災地の岩手県盛岡の地で連動することにより、長期的かつ継続的な支援の必要性と国難に直面した責任世代である青年の責務への意識の喚起に対して大きな相乗効果を果たします。そして、東日本大震災復興に向けて、全国の青年会議所会員と一般市民が、今一度意識を共有して風化を防ぎ、国難から立ち上がるために自らが『変わらないために変わる』大きな機会とします。

◆復興創造フォーラム　２０１２　コンセプト
◆復興創造フォーラム　２０１２　全体の流れ
◆サブテーマ（ずっと、つづく支援を。）について
震災被害の風化防止と長期的かつ継続的な支援の必要性を説く観点から、「ずっと、つづく支援を。」をサブテーマに位置づけます。復興と創造に向け、責任世代である青年の責務とは、一過的な取り組みではなく、継続的な運動でこそ真価を発揮するものと考えます。なお、本フレーズは、公益社団法人日本青年会議所が、世話人団体として加盟している『東日本大震災支援全国ネットワーク』の掲げているテーマであり、国民にもわかりやすい表現で幅広い動員を呼び掛ける際にも役立つものと考えます。
・日本ＪＣのホームページ等での広報を随時確認し、山形ＪＣホームページや同報メールを活用し内容を全メンバーに周知する

◆渉外支援委員会の動き
[bookmark: _GoBack]３月１０日（土）９時３０分集合、山形県庁裏の駐車場に集合しメイン会場の「岩手産業文化センター」に出発します。実際の所要時間は３時間３０分程度ですが、特別な時期であることを踏まえて時間に余裕を持って出発します。休憩や昼食をとりながら、みんなで乗り合わせて盛岡までいきましょう。

